
令和元年１０月１日 

産業経済局 商業・サービス産業政策課

第三セクターの経営情報について 

報告対象団体 北九州まちづくり応援団株式会社 

会社概要 

会 社 の 

事 業 概 要 

１ 指定管理事業 

２ 共通駐車券事業及び賑わいイベント事務局事業 

３ その他自主事業 

資 本 金 額 32,000 千円 

本市の出資額 1,000 千円 

本市の出資割合 3.125 ％ 

従 業 員 数 32 人 

営 業 報 告 の 要 点 

小倉中心地市街地の賑わい創出のため、次の活動を行った。 

１．指定管理事業 

  「小倉城」、「小倉城庭園」、「水環境館」の指定管理者として、施設

の管理・運営を行った。 

  小倉城は、リニューアル工事で平成30年 8月から平成31年 3月

まで閉館したため、入場者数が対前年比 40％の 7.5 万人、小倉城庭

園の入場者については対前年比93％の7.1 万人となった。 

来館者の減少により、売上が大幅に減少したが、指定管理事業とし

ては7,670千円の黒字となっている。 

２．共通駐車券事業及び賑わいイベント事務局事業 

  予定通り実施した。 

収支状況 

の 要 点 

当 期 純 利 益 2,902 千円 

前年度との比較 

・売上高  242,645千円（対前年度比37,091千円減） 

 （前年度279,736千円） 

・経常利益   3,287千円（対前年度比3,900千円減） 

 （前年度7,187千円） 

・当期純利益  2,902千円（対前年度比1,286千円増） 

 （前年度1,616千円） 

その他 

(剰余金・欠損金、設備

投資、資金調達など)

・前期末（平成30年3月 31日）の繰越利益剰余金 

 8,403千円 

繰 越 利 益 剰 余 金 11,307 千円 

株主総会 

令和元年６月１９日

開 催 

監 査 報 告 監査役1名が監査を実施した結果、適法かつ正確であった。 

議 案 

(1)決議事項 

第１号議案 第 14期事業報告及び決算案承認の件 

第２号議案 取締役選任の件 

（平成３１年３月３１日現在） 

資 料 ２





北九州まちづくり応援団株式会社 

平成３０年度 経営状況報告 

令和元年１０月１日 

産 業 経 済 局 





－２－

【1号議案】     平成 30年度事業報告書
自：平成 30年 4月 1日

                至：平成 31年 3月 31日

活動の概要および成果

 第 1４期(平成 30 年度)は、①指定管理事業、②共通駐車券事業、③賑わいイベント事務局

事業、④ビル管理事業 の４つに絞り、北九州市の重要な観光資源である「小倉城／小倉城

庭園」を中心に、行政や周辺の商店街などと連携し、賑わいづくり・活性化に寄与してまい

りました。 

指定管理事業（小倉城・小倉城庭園・水環境館）のうち、まず小倉城につきましては、平成

３０年８月から翌年３月までのリニューアル工事の影響分を折り込み、770 万円の赤字予算

としておりました。入場者は前年度（平成 29年度）に対して６０％減少したものの、売店を

着見櫓の２階に移して営業を続けたことや、駐車場の収入の落ち込みが想定より少なかった

こと、更にリニューアルオープン直後の３月末２日間の予想を上回る集客効果もあって、小

倉城の営業収入は、予算より１，０８０万円向上しました。 市からの受託料補填もあり、

辛うじて小倉城の経常利益は黒字化できました。また、小倉城庭園につきましては、入館者

数は小倉城閉館による 3 館共通券の販売減少と韓国からの観光客の入館減少により、対前年

9３％となり、営業収入も、予算を２８０万円程下回りましたが、経常利益で８００万円ほど

確保できました。水環境館も僅かに予算を上回り、指定管理事業全体として、経常利益では

７６７万円の黒字を達成できました。 

本部関連事業において「共通駐車券事業」および「賑わいイベント事務局事業」「ビル管理

事業」につきまして、おおむね予定通りの活動ができました。共通駐車券では、３件の新規

契約先を開拓できました。小倉イルミネーションでは、市制５５周年記念として大乾杯大会

直後に花火を打ち上げ、集った市民及び観光客に愉しんでもらいました。本部経費として、

次期指定管理に向けた提案活動費、アテンダント研修や拠点事務所の移転費用などが先行的

にかかりましたので、400 万円ほど費用が膨らみました。 

 以上の事業活動の結果、当社の当年度収入は、2億 4264 万円（対前年 86.7％）と小倉城の

８ヶ月閉館による負の影響はありましたが、収入改善や経緯削減に取り組んだ効果もあり、

経常利益は３２９万円と、黒字計上ができました。 
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２号議案

（１）取締役辞任及び取締役選任(案)について

取締役 　北九州商工会議所　理事・事務局長

取締役 　北九州市　小倉北区長

※中村渉取締役は、第１４回株主総会をもって辞任

※鮎川典明取締役は、第１４回株主総会をもって辞任

・取締役の任期

至　　第１４回定時株主総会終結時　　（令和１年６月１９日）

至　　第１５回定時株主総会終結時　　（令和２年６月末予定）

・監査役の任期

至　　第１２回定時株主総会終結時　　（平成２９年６月１９日）

至　　第１５回定時株主総会終結時　　（令和２年６月末予定）

二郎丸　聡夫 S36.10.22.

備　　考氏　　名 生年月日

北里　勝利 S38.3.22.

－１１－
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P 2-1 

     第 15 期 2019 年度事業計画

自：2019 年 4 月 1 日

                至：2020 年 3 月 31 日

活動計画の概要

 当年度は、前年度に引き続き ①指定管理事業、②共通駐車券事業、③賑わいイベント事務

局事業、の３本柱で利益を生み出し、それによって北九州市の重要な観光資源である小倉城を

中心に、行政や周辺の商店街などと連携して賑わいづくり・活性化に寄与してまいります。 

 「指定管理事業」につきましては、小倉城及び小倉城庭園を新たに今年度から３年間運営管

理することとなりました。但し、３年後の勝山公園との一体化も視野に入れ、単独ではなく、地

場の４団体との共同事業体での運営を選択しました。この４月から共同事業体での運営がスター

トしましたが、これから新たな方針に基づき運営していきます。小倉城につきましては、昨年８

月からのリニューアル工事（エレベーター新設及び展示施設刷新）が完成し、３月末にオープ

ンし、これまで好調な立ち上がりとなっています。新たに追加の付帯施設としてオープンした

しろテラスも、お土産コーナーの売上も順調に推移しています。 

 「共通駐車券事業」につきましては、引き続き、新規活用店舗や利用駐車場の拡充に努める

とともに、より効果的な事業ＰＲを行ってまいります。 

 「賑わいイベント事務局事業」につきましては、冬の小倉を彩る「小倉イルミネーション実

行委員会」事務局を引き続き受託予定であり、独自事業であるイルミネーション初日の大乾杯

大会も例年通り開催を予定しております。 

結果として、第１５期の収入は 2 億 7,000 万円を見込んでおりまして、経常利益については、    

黒字計上を目指します。 
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（参考資料）

平成３１年３月３１日現在

会社の概要

（１）主な事業内容

①「中心市街地活性化事業」の推進

②まちづくりに関する事業の企画推進、経営、管理、コーディネイト

③公共施設の管理運営受託

（２）事業所

本社
・北九州市小倉北区船場町２－１０

指定管理部門（小倉城・小倉城庭園　）
・北九州市小倉北区城内２番1号（小倉城） 他

（３）株式の状況

①会社が発行する株式の総数 １,０００株

②発行済株式の総数 　 ６４０株

③当期末株主数 １８名

（４）株主の状況 （１株＝５万円）

出資金額

　　北九州商工会議所 ６０株 ３００万円

　　株式会社井筒屋 ６０株 ３００万円

　　ＴＯＴＯ株式会社 ６０株 ３００万円

　　株式会社安川電機 ６０株 ３００万円

　　小倉中央商業連合会 ６０株 ３００万円

　　協同組合日専連北九州 ６０株 ３００万円

　　シャボン玉石けん株式会社 ６０株 ３００万円

　　ＡＰＡＭＡＮ株式会社 ２０株 １００万円

　　第一交通産業株式会社 ２０株 １００万円

　　西鉄バス北九州株式会社 ２０株 １００万円

　　中央記念株式会社 ２０株 １００万円

　　株式会社コレット井筒屋 ２０株 １００万円

　　国際興業株式会社 ２０株 １００万円

　　株式会社九広 ２０株 １００万円

　　石川金属工業株式会社 ２０株 １００万円

　　福岡地所株式会社 ２０株 １００万円

　　株式会社朝日広告社 ２０株 １００万円

　　北九州市 ２０株 １００万円

６４０株 ３２００万円

株　　　　主　　　　名 持株数

合　　　　　計

－１３－
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（参考資料）

（５）取締役および監査役

　　氏　　　名 生年月日 役　職 　　　　備　　　　　考

　利　島　康　司 S16. 6.11 代表取締役会長 　北九州商工会議所 会頭

　原　田　　康 S25. 9.15 代表取締役社長 　北九州商工会議所 副会頭

　中　村　　渉 S29. 9. 7 取締役 　北九州商工会議所 参事

　甲　山　博　美 S16. 2.22 取締役 　小倉中央商業連合会 顧問

　鮎　川　典　明 S36. 3.25 取締役 　北九州市 小倉北区長

　原　賀　一　博 S32. 8.28 取締役

　庄　山　和　利 S37. 5.14 監査役

　北九州まちづくり応援団(株)

　西鉄バス北九州(株) 取締役社長

－１４－
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北九州まちづくり応援団株式会社 

平成３０年度 経営状況報告 

令和元年１０月１日 

産 業 経 済 局 
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【1号議案】     平成 30年度事業報告書
自：平成 30年 4月 1日

                至：平成 31年 3月 31日

活動の概要および成果

 第 1４期(平成 30 年度)は、①指定管理事業、②共通駐車券事業、③賑わいイベント事務局

事業、④ビル管理事業 の４つに絞り、北九州市の重要な観光資源である「小倉城／小倉城

庭園」を中心に、行政や周辺の商店街などと連携し、賑わいづくり・活性化に寄与してまい

りました。 

指定管理事業（小倉城・小倉城庭園・水環境館）のうち、まず小倉城につきましては、平成

３０年８月から翌年３月までのリニューアル工事の影響分を折り込み、770 万円の赤字予算

としておりました。入場者は前年度（平成 29年度）に対して６０％減少したものの、売店を

着見櫓の２階に移して営業を続けたことや、駐車場の収入の落ち込みが想定より少なかった

こと、更にリニューアルオープン直後の３月末２日間の予想を上回る集客効果もあって、小

倉城の営業収入は、予算より１，０８０万円向上しました。 市からの受託料補填もあり、

辛うじて小倉城の経常利益は黒字化できました。また、小倉城庭園につきましては、入館者

数は小倉城閉館による 3 館共通券の販売減少と韓国からの観光客の入館減少により、対前年

9３％となり、営業収入も、予算を２８０万円程下回りましたが、経常利益で８００万円ほど

確保できました。水環境館も僅かに予算を上回り、指定管理事業全体として、経常利益では

７６７万円の黒字を達成できました。 

本部関連事業において「共通駐車券事業」および「賑わいイベント事務局事業」「ビル管理

事業」につきまして、おおむね予定通りの活動ができました。共通駐車券では、３件の新規

契約先を開拓できました。小倉イルミネーションでは、市制５５周年記念として大乾杯大会

直後に花火を打ち上げ、集った市民及び観光客に愉しんでもらいました。本部経費として、

次期指定管理に向けた提案活動費、アテンダント研修や拠点事務所の移転費用などが先行的

にかかりましたので、400 万円ほど費用が膨らみました。 

 以上の事業活動の結果、当社の当年度収入は、2億 4264 万円（対前年 86.7％）と小倉城の

８ヶ月閉館による負の影響はありましたが、収入改善や経緯削減に取り組んだ効果もあり、

経常利益は３２９万円と、黒字計上ができました。 
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２号議案

（１）取締役辞任及び取締役選任(案)について

取締役 　北九州商工会議所　理事・事務局長

取締役 　北九州市　小倉北区長

※中村渉取締役は、第１４回株主総会をもって辞任

※鮎川典明取締役は、第１４回株主総会をもって辞任

・取締役の任期

至　　第１４回定時株主総会終結時　　（令和１年６月１９日）

至　　第１５回定時株主総会終結時　　（令和２年６月末予定）

・監査役の任期

至　　第１２回定時株主総会終結時　　（平成２９年６月１９日）

至　　第１５回定時株主総会終結時　　（令和２年６月末予定）

二郎丸　聡夫 S36.10.22.

備　　考氏　　名 生年月日

北里　勝利 S38.3.22.

－１１－
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P 2-1 

     第 15 期 2019 年度事業計画

自：2019 年 4 月 1 日

                至：2020 年 3 月 31 日

活動計画の概要

 当年度は、前年度に引き続き ①指定管理事業、②共通駐車券事業、③賑わいイベント事務

局事業、の３本柱で利益を生み出し、それによって北九州市の重要な観光資源である小倉城を

中心に、行政や周辺の商店街などと連携して賑わいづくり・活性化に寄与してまいります。 

 「指定管理事業」につきましては、小倉城及び小倉城庭園を新たに今年度から３年間運営管

理することとなりました。但し、３年後の勝山公園との一体化も視野に入れ、単独ではなく、地

場の４団体との共同事業体での運営を選択しました。この４月から共同事業体での運営がスター

トしましたが、これから新たな方針に基づき運営していきます。小倉城につきましては、昨年８

月からのリニューアル工事（エレベーター新設及び展示施設刷新）が完成し、３月末にオープ

ンし、これまで好調な立ち上がりとなっています。新たに追加の付帯施設としてオープンした

しろテラスも、お土産コーナーの売上も順調に推移しています。 

 「共通駐車券事業」につきましては、引き続き、新規活用店舗や利用駐車場の拡充に努める

とともに、より効果的な事業ＰＲを行ってまいります。 

 「賑わいイベント事務局事業」につきましては、冬の小倉を彩る「小倉イルミネーション実

行委員会」事務局を引き続き受託予定であり、独自事業であるイルミネーション初日の大乾杯

大会も例年通り開催を予定しております。 

結果として、第１５期の収入は 2 億 7,000 万円を見込んでおりまして、経常利益については、    

黒字計上を目指します。 
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（参考資料）

平成３１年３月３１日現在

会社の概要

（１）主な事業内容

①「中心市街地活性化事業」の推進

②まちづくりに関する事業の企画推進、経営、管理、コーディネイト

③公共施設の管理運営受託

（２）事業所

本社
・北九州市小倉北区船場町２－１０

指定管理部門（小倉城・小倉城庭園　）
・北九州市小倉北区城内２番1号（小倉城） 他

（３）株式の状況

①会社が発行する株式の総数 １,０００株

②発行済株式の総数 　 ６４０株

③当期末株主数 １８名

（４）株主の状況 （１株＝５万円）

出資金額

　　北九州商工会議所 ６０株 ３００万円

　　株式会社井筒屋 ６０株 ３００万円

　　ＴＯＴＯ株式会社 ６０株 ３００万円

　　株式会社安川電機 ６０株 ３００万円

　　小倉中央商業連合会 ６０株 ３００万円

　　協同組合日専連北九州 ６０株 ３００万円

　　シャボン玉石けん株式会社 ６０株 ３００万円

　　ＡＰＡＭＡＮ株式会社 ２０株 １００万円

　　第一交通産業株式会社 ２０株 １００万円

　　西鉄バス北九州株式会社 ２０株 １００万円

　　中央記念株式会社 ２０株 １００万円

　　株式会社コレット井筒屋 ２０株 １００万円

　　国際興業株式会社 ２０株 １００万円

　　株式会社九広 ２０株 １００万円

　　石川金属工業株式会社 ２０株 １００万円

　　福岡地所株式会社 ２０株 １００万円

　　株式会社朝日広告社 ２０株 １００万円

　　北九州市 ２０株 １００万円

６４０株 ３２００万円

株　　　　主　　　　名 持株数

合　　　　　計

－１３－
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（参考資料）

（５）取締役および監査役

　　氏　　　名 生年月日 役　職 　　　　備　　　　　考

　利　島　康　司 S16. 6.11 代表取締役会長 　北九州商工会議所 会頭

　原　田　　康 S25. 9.15 代表取締役社長 　北九州商工会議所 副会頭

　中　村　　渉 S29. 9. 7 取締役 　北九州商工会議所 参事

　甲　山　博　美 S16. 2.22 取締役 　小倉中央商業連合会 顧問

　鮎　川　典　明 S36. 3.25 取締役 　北九州市 小倉北区長

　原　賀　一　博 S32. 8.28 取締役

　庄　山　和　利 S37. 5.14 監査役

　北九州まちづくり応援団(株)

　西鉄バス北九州(株) 取締役社長

－１４－
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